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Synopsis 

The black basses have been providing negative impact to the Japanese populations of small native fishes 

through predation, sometimes resulting in the their decline or extinction. The procedures of the anatomical 

experiment of the black basses as environmental education materials are shown in this paper. How to count and 

measure some external characters, observe scales and the detailed anatomical features of the black basses were 

described. The black basses have typical predatory features as general perches, i.e., large mouth, dentary teeth, 

maxillary teeth, lower pharyngeal teeth, developing blind sac (  - shaped stomach) and pyloric caeca. The 

specialized anatomical features of the black basses well match carnivorous feeding, bringing about the damage 

to Japanese native species. These information would be useful for teachers, instructors and technicians who are 

concerning about the problems caused by “Alien Invasive Species”. 

 

Keywords: Alien species, Centrarchidae, Environmental education, Micropterus dolomieu, Micropterus 
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はじめに 

 

 オオクチバスMicropterus salmoidesとコクチ

バスM. dolomieuは（Fig. 1A, B），スズキ目

Perciformesスズキ亜目Percoideiサンフィッシュ

科 Centrarchidaeオオクチバス属Micropterusに

分類されるスズキ型の肉食性淡水魚類で 1, 2)，北

米を原産地とする．オオクチバスは，北米中南

部に広く分布する名義タイプ亜種M. salmoides 

salmoidesとその南東端であるフロリダ半島に

固有な亜種M. salmoides floridanusに二分される
2, 3)．日本には，前者が 1925年，後者が 1988年
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に食用および釣りの対象として導入され 1, 4)，各

地に定着し，広く交雑している 5, 6)．一方，コク

チバスは，名義タイプ亜種M. dolomieu dolomieu

と亜種M. dolomieu veloxに分けられ 2, 3, 7)，わが

国には，1990年代に前者が導入され，すでに定

着している 1, 2, 4)．一般に，日本においてブラッ

クバスという呼称は，オオクチバスとコクチバ

スの総称として広く用いられていることから 1, 

8)，本報でも両種の総称としてブラックバスと

いう呼称を用いる． 

 外来魚が導入されることで在来生物相にさ

まざまな悪影響がおよぶことが懸念され，細谷

（2007）1)は，外来魚が在来種に与える影響を

生態的影響，遺伝的影響，病原的影響と未知の

影響の 4 つに大別した．特にブラックバスは，

強い肉食性を示すことから，侵入先での在来種

への食害，すなわち生態的影響が問題視されて

いる 1)．実際に，ブラックバスが侵入した水域

で在来種が減少したという報告が多数あり 9)，

ブラックバスによる食害は，日本各地の在来生

態系に深刻な影響を与えている．こうした現状

を受け，全国で精力的にブラックバスの駆除活

動が行なわれている 8, 9)．さらに，2005年にブ

ラックバスは，「特定外来生物による生態系等

に係る被害の防止に関する法律」（外来生物法）

の中で特定外来生物に指定され，生きた状態で

それらの飼育，保管，運搬，輸入，販売・譲渡

などが法的に規制されている 10)．このように，

ブラックバスによる食害は，今や市民や研究機

関の間に留まらず，国を挙げて取り組むべき課

題となっている．  

 ブラックバスによる日本の在来種への食害

については，胃内容物調査や侵入先での動物相

のモニタリング等により裏づけられてきた．こ

れらの情報に加え，解剖学的見地から，ブラッ

クバスによる食害について思慮することは，当

問題に直面する者にとって，その原因をより深

く理解する一助となるだろう．そこで本報では，

大学をはじめ，中学・高校や博物館での環境教

育に携わる教員に向けて，近畿大学農学部環境

管理学科水圏生態学研究室で実施しているブ

ラックバスを教材とした解剖実験の手順とオ
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オクチバスとコクチバスの解剖学的特徴を記

述し，教材として活用するための情報を提供す

る． 

  

実験手順およびブラックバスの解剖学的特徴 

 

材料の収集 

 一般に，ブラックバスの駆除・収集には，釣

り，投網，さし網，地引網などの方法が用いら

れる 8, 11)．投網，さし網，地引網を行なう場合

には，都道府県知事の採捕許可が必要となるこ

とが多い．さらに，河川によっては漁業権が設

定されている場合があるので，釣りによる採集

を行なう際にも各自治体の担当課に問い合わ

せる必要がある．また，外来生物法に従い，ブ

ラックバスを持ち帰る際には，必ず採集現場に

おいて絶命したことを確認しなければならな

い．本報で解剖に用いたブラックバスは，疑似

餌（ルアー）を用いた釣獲により収集した．著

者らは，採集した魚を氷で満たしたクーラーボ

ックスに入れ，死亡を確認した後に採集地から

研究室に持ち帰った．なお，本報告で用いた標

本は全て近畿大学農学部（KUN-P）に登録・保

管した． 

 

準 備 

 本報では，ブラックバスの外部形態の計測・

計数および，鱗，内臓系の観察についての手順

を説明する．実験に際して，ノギス，柄付き針，

ピンセット，解剖バサミ，メス，トレーを用意

する必要がある（Fig. 2）．実験中は白衣を着用

すること．また，ヘッドルーペや顕微鏡（Fig. 2 

G，H）があれば，観察の際に便利である． 
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外部形態の計測・計数 

 解剖を行なう前に，観察する個体の全長，標

準体長を計測するとともに背鰭・臀鰭鰭条数，

側線有孔鱗数を計数する．基本的に魚体の左体

側を計測・計数し，各項目の計測・計数法は，

Hubbs & Laglar（2004）12)に従い，中坊（2013）
2)も参照した．以下に，各部位の計測・計数の

詳しい方法を示す． 

全長 Total Lengthと標準体長 Standard Length

は，ノギスを用いて測定する．測定は 2点を結

んで直接に行なう．全長は，体の前端から，尾

鰭を中央にたたんだ時，後端までの長さを測る

（Fig. 3）．標準体長は，上顎前端から下尾骨の

後端（尾鰭を左右に折り曲げたときにできるし

わの位置）の中央までを測定する（Fig. 3）． 

ブラックバスの鰭条 fin rayは，棘条 spineと

軟条 soft rayとに分けられる（Fig. 4）．棘条は，

ローマ数字（I, II, III, ∙∙∙∙∙∙）で表記し，軟条はア

ラビア数字（1, 2, 3, ∙∙∙∙∙∙）で表記する．棘条と軟

条数は，コンマで連結する（例：X, 9）．背鰭 dorsal 

finと臀鰭 anal finの軟条を計数する際に，最後

の軟条が先端部で分岐して 2本のように見える

ことがあるが，基底部で癒合している最後の軟

条は 1本とする（Fig. 4）．側線有孔鱗数は，鰓

孔の上端付近から下尾骨の後端までの有孔鱗

lateral line pore scaleのみを数える（Fig. 3）． 

 

鱗の観察 

 ピンセットを用いて魚体の左体側より採鱗

する．大型個体の鱗であれば肉眼でも観察でき

るが，ヘッドルーペや顕微鏡を使用することに

より詳細な観察が可能である．鱗の露出部に付

着している表皮を取り除くため 5%水酸化カリ

ウム水溶液に浸漬し，alizarin redで染色すれば

鱗の構造の観察が容易になる． 

鱗の特徴 

オオクチバスの鱗 scaleは，表面が滑らかな

円鱗 cycloid scaleである（Fig. 5A）．一方，コク

チバスの鱗は，露出部に小棘 ctenusが並ぶ櫛
しつ

鱗

ctenoid scaleである（Fig. 5B）．両種共に鱗の表

面には鱗紋があり，その中心 focusから鱗の縁

辺まで，環状の隆起線 ridgesが並ぶ．また，隆

起線とは別に中心から前部に向かって走る溝

条 grooveがある．ブラックバスが属するスズキ

亜目魚類は，一般的に櫛鱗を備えるが，オオク

チバスでは円鱗を有し，特異である． 
 

内臓系の観察 

 解剖には，冷凍したものやホルマリン標本で

はなく，鮮魚を用いるのが望ましい．解剖は，

魚体左側を対象に，肛門から解剖バサミを入れ

開腹し，左手で皮を高くめくるようにしてハサ

ミを進める（Fig. 6）．開腹する際に，ハサミの
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先端で内臓を傷つけないように注意する（鰾は

破損しやすいので，周辺を解剖する際には特に

注意が必要である）．必要に応じてメスも用い

る．幽門垂，生殖腺周辺の脂肪は，ピンセット

でこまめに取り除く．途中，魚体が乾燥しない

ように適時湿らせる．  

内臓系（Fig. 7）の特徴 

 ブラックバスの内臓系は，頭部から尾部に向

かって，口腔，鰓，心臓，肝臓の順に並ぶ．肝

臓の裏側には胆嚢，胃，幽門垂が位置し，胃か

ら総排泄腔まで腸でつながっている．消化管の

背側には鰾が存在し，鰾と腸の間には生殖腺が

走る．腎臓は，脊椎骨の腹側に接しており，観

察するには鰾を取り除く必要がある． 

 口 腔 oral cavity オオクチバスの上顎後端

は眼の後縁を越えるが，コクチバスの上顎後端

は眼の後縁を越えず，口裂は比較的小さい（Fig. 

1A, B）．口腔は厚い筋肉壁に囲まれ円筒状で，

口腔壁は乳白色である（Fig. 8A, B）．両種とも

に上顎および下顎に細かな歯を備えており，小

動物を捕食するのに適している． 

鰓 gill 鰓弓 branchial archは 4対あり，1対の

下咽頭骨 lower pharyngealが続く（Fig. 9A）．下

咽頭骨上には，多数の細かな歯が並び，獲物を

捕えるのに適した構造となっている．第 1鰓弓

の鰓耙 gill rakerは長く発達し，オオクチバスで

は，鰓耙数は 7～10本，コクチバスでは 6～8

本である．各鰓弓には鰓弁 gill filament が並び，

ガス交換を行なっている．
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消化管 digestive tract 前から食道 esophagus，

胃 stomach，腸 intestine に区分される 13)．胃は

入口の噴門部 cardiac portion，腸への出口となる

幽門部 pyloric portion および両者の中間に位置

し，食物の貯蔵部となる盲嚢 blind sac の 3 部か

らなる（Fig. 9B）．ブラックバスの胃は盲嚢部が

著しく発達し［魚類の胃を各部の発達状態の差

異によって類型化した Suyehiro（1942）14)の分

類によるト型］，多量の食物を貯蔵するのに適し

ている．胃の内壁は複雑に隆起する（Fig. 10A）．

幽門垂は消化吸収に関与する器官であり 15)，盲

嚢部の横に付着する．オオクチバスの盲管数は

24～31 本，コクチバスは 9～13 本である．腸は

短く（腸長と体長の比は 0.4~0.7）， 2 か所で屈

曲する（Fig. 9B）．腸の内壁には細かな繊毛が多

数存在する（Fig. 10B）． 

 肝臓・胆嚢 liver, gall bladder 肝臓は，胆液

を生産して消化に関与するとともに，栄養物質

の代謝，血液成分の調整，異物の分解などに関

わり，胆嚢は胆液を貯蔵する器官である 13)．ブ

ラックバスの肝臓は，腹腔前部で胃に接して位

置し，赤褐色で左側主葉のみの単葉である（Fig. 

9C）．胆嚢は球形で，肝臓と腸の間に位置する． 

 脾 臓 spleen 主に赤血球の造血に関与する
13)．腸の付近に存在し，赤褐色で細長い（Fig. 7）．  

 鰾 swim bladder 腹腔の上部に位置し，1 室

からなり，紡錘型を呈する（Fig. 9D）．ブラッ

クバスが属するスズキ亜目魚類の鰾は，無気管

鰾 physoclistous swim bladder と呼ばれ，空気を

鰾内に取り込むための気道は胚期または仔魚期

に消失する 13)．無気管鰾を備える魚類は，鰾壁

の一部にガス腺が発達し，ガス腺から血液中の

ガスを鰾内に取り込む 16, 17)．鰾内のガスを排出

する際には，鰾壁の一部に存在する卵円体が開

き，ガスが血液中に吸収される 17)． 

 腎 臓 kidney 体腔背部にあり，脊椎骨の腹

側に接して位置する（Fig. 9F）．本器官は体内

に生じた老廃物や体液の浸透調整に伴う過剰

の水分や塩類を排出する役割を担う 13)．ブラ

ックバスの腎臓は，頭腎 head kidney と体腎

body kidney に分かれ，左右の腎臓は後部のみ

が接合し，前部は分離して発達する．このよう

な腎臓の形状は，多くのスズキ目魚類でみられ

る（Ogawa, 196118) 参照）．  

 生殖腺 gonad 鰾の下に位置する（Fig. 7）．

左右対をなし，後方で生殖輸管を介して総排泄

腔に続く．成熟した個体の生殖腺は，卵巣 ovary

では黄褐色（Fig. 9E），精巣 testis では白色を呈

する（Fig. 9E）． 

 心 臓 heart 囲心腔の中に位置し，1 心房 1
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心室であり，後部から静脈洞 sinus venosus，心

房 atrium，心室 ventricle，動脈球 bulbus arteriousus

の各部に分かれる（Fig. 9G）．全体に赤褐色で

あるが，動脈球は白色を呈する．総主静脈（キ

ュビエ管）を通じて静脈洞へ戻ってきた静脈血

は，心房，心室を通り，動脈球を経て腹大動脈

ventral aorta へ拍出される． 

 

ブラックバスの解剖学的特徴と食害 

 

ブラックバスは，大きな口裂，上顎および下

顎と下咽頭骨上の歯，ト型の胃，幽門垂など，

肉食性スズキ型魚類（スズキ属 Lateolabrax やア

カメ属 Lates 魚類など）に共通する特徴 19, 20)を

備える．日本で一般的に見られる在来淡水魚の

代表としてコイ科魚類が挙げられるが，これら

の魚類では魚食性の種でも上顎，下顎に歯を備

えず，胃および幽門垂も欠いている 19, 20)．また，

ブラックバスと同じスズキ亜目に属する日本在

来の淡水魚類であるオヤニラミ Coreoperca 

kawamebari は，体長 13cm 程度にしか成長しな

い 21)．これまで，日本列島の淡水域において大

型の肉食性スズキ型魚類による捕食にさらされ

ることのなかった在来淡水魚類の多くは，進化

の歴史上，大型の肉食性スズキ型魚類による捕

食に対する術を身につけてこなかったと考えら

れる．ブラックバスによって日本在来の魚類が

次々と捕食され，危機的状況となっている一因

として，ブラックバスの肉食性に特化した形態

と日本の淡水魚類の進化的な背景が挙げられる

ことを受講生に示す必要がある． 

 

 

最後に 

 

近畿大学農学部水圏生態学研究室では，ブラ

ックバスの外部形態の計測・計数法と解剖学的

特徴についての解説および解剖実験のみでなく，

内臓概観と特定の臓器についてのスケッチも実

施している．本研究室では，この講義に 270 分

（4 時間 30 分）の授業時間を設定しているが，

必ずしも同程度の授業時間を設ける必要はなく，

観察対象とする器官を絞り込むことで，それぞ

れの教育現場に合わせた時間調節が可能である．

また，ブラックバスの駆除活動と解剖実験を合

わせて実施すれば，解剖に供する標本を効率的

に収集できるだけでなく，教育効果も高まるだ

ろう．本稿が環境教育の現場で広く活用される

ことを期待する． 
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